
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
二
号

独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
の
解
散
に

関
す
る
法
律

（
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
の
解
散
並
び

に
そ
の
資
産
及
び
債
務
の
承
継
）

第
一
条
　
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
（
以
下

「
機
構
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
時
に
お

い
て
解
散
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
資
産
及
び
債
務
は
、

そ
の
時
に
お
い
て
国
が
承
継
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
一
般
会
計
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計

の
電
源
開
発
促
進
勘
定
又
は
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

会
計
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
特
例
）

第
二
条
　
機
構
の
解
散
の
日
の
前
日
を
含
む
事
業
年
度

（
同
日
が
三
月
三
十
一
日
で
あ
る
場
合
の
当
該
事
業
年

度
を
除
く
。
）
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十

一
年
法
律
第
百
三
号
。
附
則
第
十
五
条
を
除
き
、
以
下

「
通
則
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
機
構
の
解
散
の
日
の
前
日
に
終
わ
る
も

の
と
す
る
。

２
　
機
構
の
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
に
始
ま
る
中
期
目

標
の
期
間
（
通
則
法
第
二
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
規

定
す
る
中
期
目
標
の
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、

機
構
の
解
散
の
日
の
前
日
に
終
わ
る
も
の
と
す
る
。

３
　
機
構
の
解
散
の
日
の
前
日
を
含
む
事
業
年
度
に
お
け

る
業
務
の
実
績
及
び
同
日
を
含
む
中
期
目
標
の
期
間
に

お
け
る
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
業
務
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
大
臣
又
は
委
員
会
が
、
従
前
の
例
に
よ
り
評
価
を
受

け
る
も
の
と
し
、
当
該
評
価
に
係
る
通
則
法
第
三
十
二

条
第
三
項
（
通
則
法
第
三
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知
及
び
勧

告
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
大
臣
又
は
委
員
会
に

対
し
て
な
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
通
則
法
第
三
十
二
条
第
一
項
、
同
条
第
三
項
か
ら

第
五
項
ま
で
（
通
則
法
第
三
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
通
則
法
第
三
十
四
条

第
一
項
中
「
評
価
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
、
「
旧
独
立

行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
評
価
委
員
会
」
と
す

る
。

一
　
機
構
の
業
務
の
う
ち
次
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の

も
の
　
原
子
力
規
制
委
員
会

二
　
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
独
立
行
政

法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律

第
百
七
十
九
号
。
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
十

三
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
に
附

帯
す
る
業
務
　
内
閣
総
理
大
臣
及
び
原
子
力
規
制
委

員
会

４
　
機
構
の
解
散
の
日
の
前
日
を
含
む
中
期
目
標
の
期
間

に
係
る
通
則
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
事
業
報
告

書
の
提
出
及
び
公
表
に
つ
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ

る
業
務
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
大
臣
又
は
委
員
会
が
、
従
前
の
例
に
よ
り
行
う
も
の

と
す
る
。

５
　
機
構
の
解
散
の
日
の
前
日
を
含
む
事
業
年
度
に
係
る

通
則
法
第
三
十
八
条
及
び
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り

財
務
諸
表
等
に
関
し
独
立
行
政
法
人
が
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
る
行
為
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が

従
前
の
例
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
通
則
法
第
三
十
八
条
第
三
項
中
「
評
価
委
員

会
」
と
あ
る
の
は
、
「
旧
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全

基
盤
機
構
評
価
委
員
会
」
と
す
る
。

６
　
通
則
法
第
三
十
五
条
の
規
定
は
、
機
構
の
解
散
の
日

の
前
日
を
含
む
中
期
目
標
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
適
用

し
な
い
。

（
解
散
の
登
記
）

第
三
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
解
散
し
た
場
合

に
お
け
る
解
散
の
登
記
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め

る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条
　
前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
機
構
の
解
散

に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
条
、
第
四
条
、
第
十

二
条
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
法
の
廃
止
）

第
二
条
　
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
法
は
、

廃
止
す
る
。

（
原
子
力
規
制
委
員
会
職
員
の
採
用
）

第
三
条
　
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
（
以
下
「
委
員

長
」
と
い
う
。
）
が
、
機
構
の
職
員
で
あ
る
者
の
う
ち

か
ら
、
原
子
力
規
制
庁
そ
の
他
の
原
子
力
規
制
委
員
会

に
置
か
れ
る
機
関
の
職
員
（
以
下
「
原
子
力
規
制
委
員

会
職
員
」
と
い
う
。
）
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
、
機
構
を
通
じ
、
そ
の
職
員
に
対
し
、
採
用
し
よ
う

と
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
職
員
の
職
務
の
内
容
そ
の

他
採
用
に
関
し
必
要
な
事
項
を
提
示
し
て
、
原
子
力
規

制
委
員
会
職
員
の
募
集
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
に
お
い
て
原
子
力
規
制
庁
そ
の
他
の
原
子
力
規

制
委
員
会
に
置
か
れ
る
機
関
に
つ
い
て
「
職
員
」
と

は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十

号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
一
般
職
に
属
す
る
職
員
（
短

時
間
勤
務
の
官
職
（
同
法
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
に

規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
を
い
う
。
）
以
外
の
常

時
勤
務
を
要
し
な
い
官
職
を
占
め
る
職
員
を
除
く
。
）

を
い
う
。

３
　
機
構
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
原
子
力
規
制
委
員

会
職
員
の
募
集
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
原
子
力
規
制
委

員
会
職
員
と
な
る
こ
と
に
関
す
る
機
構
の
職
員
の
意
思

を
確
認
し
、
原
子
力
規
制
委
員
会
職
員
と
な
る
意
思
を

表
示
し
た
者
の
氏
名
及
び
そ
の
者
の
職
務
の
経
験
そ
の

他
必
要
な
事
項
と
し
て
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定

め
る
も
の
を
記
載
し
た
書
類
を
作
成
し
て
、
委
員
長
に

提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
委
員
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
提
出
を
受

け
た
と
き
は
、
当
該
書
類
そ
の
他
の
情
報
に
基
づ
く
選

考
に
よ
り
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行

日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
お
い
て
機
構
の
職
員
で
あ

る
者
の
う
ち
か
ら
、
施
行
日
に
お
い
て
、
原
子
力
規
制

委
員
会
職
員
を
採
用
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
委
員
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
原
子
力
規
制
委

員
会
職
員
の
募
集
を
行
い
、
及
び
前
項
の
規
定
に
基
づ

い
て
原
子
力
規
制
委
員
会
職
員
を
採
用
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
核
原

料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
及
び
旧

法
そ
の
他
の
関
係
法
令
に
基
づ
き
機
構
に
お
い
て
行
わ

れ
て
い
た
業
務
が
、
機
構
の
職
員
の
有
す
る
原
子
力
の

安
全
の
確
保
に
関
す
る
知
識
及
び
経
験
を
一
体
的
に
用

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

当
該
業
務
が
適
確
に
原
子
力
規
制
委
員
会
に
引
き
継
が

れ
る
と
と
も
に
当
該
知
識
及
び
経
験
が
原
子
力
規
制
委

員
会
の
所
掌
事
務
の
遂
行
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
の
重
要

性
に
鑑
み
、
機
構
の
職
員
で
あ
る
者
を
で
き
る
限
り
一

体
と
し
て
原
子
力
規
制
委
員
会
職
員
と
す
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
　
委
員
長
が
前
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
原

子
力
規
制
委
員
会
職
員
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

お
け
る
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
四
及
び
第
八
十

一
条
の
五
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
八
十

一
条
の
四
第
一
項
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
退
職
し
た
者
若
し
く
は
前
条
の
規
定
に
よ
り

勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者
若
し
く
は
定
年
退
職
日
以
前

に
退
職
し
た
者
の
う
ち
勤
続
期
間
等
を
考
慮
し
て
こ
れ

ら
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
者

（
以
下
「
定
年
退
職
者
等
」
と
い
う
。
）
又
は
自
衛
隊
法

（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ

り
退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
定
年
退
職
者
等
に
準
ず
る
も

の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
者
（
次
条
に
お
い
て

「
自
衛
隊
法
に
よ
る
定
年
退
職
者
等
」
と
い
う
。
）
を
、

従
前
の
勤
務
実
績
等
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
」
と
あ
る

の
は
「
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
の
解
散

に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
二
号
。

次
条
に
お
い
て
「
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
解
散
法
」
と

い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
解
散
し
た
旧
独
立
行

政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
を
同
法
の
施
行
の
日
の

前
日
に
退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
年
齢
六
十
年
以
上
の
も

の
（
次
条
に
お
い
て
「
年
齢
六
十
年
以
上
の
機
構
退
職

者
」
と
い
う
。
）
を
、
同
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
書
類
そ
の
他
の
情
報
に
基
づ
く

選
考
に
よ
り
」
と
、
同
法
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
中

「
定
年
退
職
者
等
又
は
自
衛
隊
法
に
よ
る
定
年
退
職
者

等
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
等
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
」

と
あ
る
の
は
「
年
齢
六
十
年
以
上
の
機
構
退
職
者
を
、

原
子
力
安
全
基
盤
機
構
解
散
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
書
類
そ
の
他
の
情
報
に
基
づ

く
選
考
に
よ
り
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
定
年
退
職
者

等
及
び
自
衛
隊
法
に
よ
る
定
年
退
職
者
等
」
と
あ
る
の

は
「
年
齢
六
十
年
以
上
の
機
構
退
職
者
」
と
す
る
。

（
原
子
力
規
制
委
員
会
職
員
と
な
っ
た
者
に
関
す
る
経

過
措
置
）

第
五
条
　
附
則
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
採
用

さ
れ
た
原
子
力
規
制
委
員
会
職
員
（
以
下
「
原
子
力
規

制
委
員
会
職
員
と
な
っ
た
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、

同
条
第
五
項
の
規
定
の
趣
旨
及
び
機
構
に
お
い
て
受
け

て
い
た
給
料
月
額
等
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め

る
者
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
期
間
、
特
別
の
手
当
を

支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
特
別
の
手
当
の
支
給
を
受
け
る
職
員
に
対
す

る
国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
及
び
臨
時
特
例
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
号
）
第
三
章
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
九
条
第
一
項
中
「
を

含
み
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安

全
基
盤
機
構
の
解
散
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年

法
律
第
八
十
二
号
。
以
下
「
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
解

散
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

特
別
の
手
当
の
う
ち
俸
給
月
額
に
相
当
す
る
も
の
を
含

み
」
と
、
「
同
条
の
規
定
に
よ
る
俸
給
」
と
あ
る
の
は

「
平
成
十
七
年
改
正
法
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る

俸
給
及
び
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
解
散
法
附
則
第
五
条

第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
の
手
当
の
う
ち
俸
給
月
額
に

相
当
す
る
も
の
」
と
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
一
　

俸
給
の
特
別
調
整
額
」
と
あ
る
の
は
「
一
　
俸
給
の
特

別
調
整
額
（
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
解
散
法
附
則
第
五

1



条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
の
手
当
の
う
ち
俸
給
の
特

別
調
整
額
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」

と
す
る
。

第
六
条
　
原
子
力
規
制
委
員
会
職
員
と
な
っ
た
者
（
施
行

日
の
前
日
に
お
い
て
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和

二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
職
員
に
相
当
す
る
機
構
の
職
員
で
あ
っ
た
者
に

限
る
。
）
の
同
法
に
基
づ
い
て
支
給
す
る
退
職
手
当
の

算
定
の
基
礎
と
な
る
勤
続
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
は
、

そ
の
者
の
機
構
の
職
員
（
同
項
に
規
定
す
る
職
員
に
相

当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職

期
間
を
同
項
に
規
定
す
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た

在
職
期
間
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
機
構
を
退

職
し
た
こ
と
に
よ
り
退
職
手
当
（
こ
れ
に
相
当
す
る
給

付
を
含
む
。
）
の
支
給
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

第
七
条
　
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
健
康
保
険
法
（
大
正

十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
に
よ
る
保
険
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
っ
た
機
構
の
職
員
で
、
施
行
日

に
内
閣
共
済
組
合
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和

三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
百
二
十
四
条
の
三

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
法
第
三
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
内
閣
（
環
境
省
を
含
む
。
）
に
属
す
る

職
員
並
び
に
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
及
び
独
立

行
政
法
人
国
立
環
境
研
究
所
の
職
員
を
も
っ
て
組
織
さ

れ
た
国
家
公
務
員
共
済
組
合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
組
合
員
と
な
っ
た
者
（
原
子
力
規
制
委
員
会
職
員
と

な
っ
た
者
に
限
る
。
）
に
係
る
施
行
日
以
後
の
給
付
に

係
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る

規
定
及
び
同
法
第
百
二
十
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
は
、
施
行
日
前
の
健
康
保

険
法
に
よ
る
保
険
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
で

あ
っ
た
間
（
機
構
の
職
員
で
あ
っ
た
間
に
限
る
。
）
内

閣
共
済
組
合
の
組
合
員
で
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
、
そ

の
者
が
施
行
日
前
に
健
康
保
険
法
に
よ
る
保
険
給
付
を

受
け
て
い
た
場
合
に
お
け
る
当
該
保
険
給
付
は
、
国
家

公
務
員
共
済
組
合
法
に
基
づ
く
当
該
保
険
給
付
に
相
当

す
る
給
付
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
前
項
に
規
定
す
る
者
の
う
ち

健
康
保
険
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
傷
病

手
当
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
者
で
あ
っ

て
、
同
一
の
傷
病
に
つ
い
て
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
傷
病
手
当
金
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
係
る
同
条
第
二
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
健
康
保
険
法
第
九

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
傷
病
手
当
金
の
支
給
を

始
め
た
日
を
当
該
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
六
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
始
め

た
日
と
み
な
す
。

（
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
法
の
廃
止
に

伴
う
経
過
措
置
）

第
九
条
　
機
構
の
役
員
又
は
職
員
で
あ
っ
た
者
に
係
る
そ

の
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な

ら
な
い
義
務
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
以
後
も
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

第
十
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
附
則
第
四
条

第
三
項
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定

は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
一
条
　
施
行
日
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
九
条
の

規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場

合
に
お
け
る
施
行
日
以
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
等
へ
の
委
任
）

第
十
二
条
　
こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の

法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
（
人
事
院

の
所
掌
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
規
則
）
で
定

め
る
。

（
調
整
規
定
）

第
二
十
二
条
　
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定

の
施
行
の
日
が
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を

図
る
た
め
の
改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
場
合

に
は
、
附
則
第
二
十
条
の
う
ち
被
用
者
年
金
制
度
の
一

元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
五
十
九
条
の
四
の
次
に
一
条

を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
附
則
第
百
五
十
九
条
の
四
」

と
あ
る
の
は
「
附
則
第
百
五
十
九
条
の
三
」
と
、
「
第

百
五
十
九
条
の
五
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
九
条
の

四
」
と
す
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
の
確
立
を
図
る
た
め
の
改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律

附
則
第
二
条
の
う
ち
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を

図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
附
則
第
百
五
十
九
条
の
三
の
次
に
一
条
を
加
え
る

改
正
規
定
中
「
附
則
第
百
五
十
九
条
の
三
」
と
あ
る
の

は
「
附
則
第
百
五
十
九
条
の
四
」
と
、
「
第
百
五
十
九

条
の
四
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
九
条
の
五
」
と
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
八
月
二
二
日
法
律
第
六

三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
次
条
並
び
に
附
則
第
三
条
、
第
二
十
八
条
、
第
百

五
十
九
条
及
び
第
百
六
十
条
の
規
定
　
公
布
の
日

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
百
六
十
条
　
こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ

の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で

定
め
る
。

2


